
日本歯科保存学会 
2015年度春季学術大会 

会期：2015年6月25日（木）~26日（金）　会場：西日本総合展示場・北九州国際会議場	


歯科衛生士教育講演	


第142回	


Relationship between Periodontal Disease and 
 Systemic Illnesses Focusing on Biofilm   

（歯周病と全身疾患の関係　－バイオフィルムを中心に－）	


　演者：Sherry Burns,RDH,MS （ｼｪﾘｰ・ﾊﾞｰﾝｽﾞ） 
　（The University of Missouri - Kansas City Associate Professor ) 
　　座長：Mr. Robert Bouwman (ヒューフレディ・ジャパン株式会社　日本支社長）	


日時	


　2015年6月26日（金）　10：40~11:50 
場所	


　第142回日本歯科保存学会学術大会　C会場 
　（北九州国際会議場　国際会議室）　	


申し込み	

本講演は日本歯科保存学会の歯科衛生士教育講演として行いますが、日本歯科保存学会の会員・ 非　　　　　　　　　
会員を問わず、無料でご参加いただけます。以下に必要事項をご記入の上、事前登録をお願いいたし

ます。FAXにてお申込みください。	


参加申込書	


お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　   所属/ご勤務先	


ご連絡先	


FAX:093-941-3629　　*送信時うらおもてをお確かめください	

ご記入いただいたお申込み情報は、モリタ個人情報収集方針に準じて厳密に取り扱いいたします。	


お問い合わせ　　　株式会社モリタ　北九州支店　担当：岡本　　TEL：093-921-5386 

参加費：無料	


歯肉縁下のバイオフィルムは、歯科衛生士にとって大きな課題となる。歯面のバイオフィルムは 
複雑な性質を持ち、そこで様々な微生物群が宿主の防御機構と治療に抵抗するからである。 
（つまり、バイオフィルムが破壊され、歯肉上皮に炎症が引き起こされると、生体の免疫システムが
好中球を放出してさらに炎症を悪化させ、伝達物質としてサイトカインを生成する。）このコースでは、
全身的健康の観点から微生物群、バイオフィルム、歯周病をトータルに捉え直し、最適なケアの 
ための新しいフレームワークを構築する。歯面を保存しながら、バイオフィルムと歯石を除去する低
侵襲性インスツルメンテーションに重点が置かれる。口腔内状態と全身的健康状態との関係につい
ての継続的な教育は、患者のセルフケアを促進するプロフェッショナルな歯科衛生士にとって 
不可欠である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	


※逐次通訳があります	


（ふりがな）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （ふりがな）	



